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〈Sommario〉
  Nella Kike Wadatsumi no koe, celebre raccolta di testamenti di giovani soldati giapponesi 
caduti nel corso della seconda guerra mondiale, compare più di una volta il nome del grande 
filosofo italiano Benedetto Croce （1866-1952）. Il pensiero liberale di Croce e la sua vita da 
studioso indipendente sembrano costituire un efficace sostegno per lo spirito di quei giovani 
andati incontro alla morte senza aver avuto la libertà di esprimere la propria opinione. Come 
mai quel pensatore era conosciuto in questʼambiente? Nel presente articolo, soprattutto attra-
verso unʼanalisi del lavoro di Goro Hani, autore del famoso volume KUROCHE （1939）, si 



































































　実のところ，『歴史叙述の理論及び歴史』は，まずドイツで発表され（Zur Theorie und 
Geschichte der Historiographie, Tübingen, Mohr, 1915），その後イタリアで発表されたものである
















は，これら 4 つの精神の活動について，『表現の学および一般言語学としての美学』（1902 年，
以下『美学』と略記），『純粋概念の学としての論理学』（1909 年，以下，『論理学』と略記），そ















































































































『19 世紀ヨーロッパ史』（Storia d’Europa nel secolo decimonono）が代表的なものと言えるだろう。
『19 世紀ヨーロッパ史』は，ナポレオン戦争から第 1 次世界大戦までを描いた歴史書でありなが








































　羽仁は第 2 章「クロォチェ哲學の成長」に，クローチェ哲学の 1930 年代までの軌跡を素描し
ている。とりわけ，『実践の哲学』，Storia d’Italia dal 1871 al 1915（『イタリア史，1871 年から
1915 年まで』），そして『19 世紀ヨーロッパ史』の 3 作に多くの紙幅が割かれており，そこでは，
明らかに「学問の独立」と自由主義という 2 つの側面が強調されている。例えば『イタリア史』






　第 3 章「現代におけるクロォチェ」においては，「現代」すなわち 1930 年代のクローチェの自
由主義に関連する発言（「反歴史主義」を含む）がまとめられている。そこに描かれているのは
クローチェその人というよりかは羽仁の目を通した自由主義者クローチェの姿であるが，それで














































といってよいだろう。明らかに，クローチェの ― そして羽仁の ― 確信に満ちた自由主義が反
映されている。
　さて，本稿冒頭にも確認したが，上原は羽仁の『クロォチェ』を遺本としている。そこの見返
しには両親に宛てられた第 3 の遺書がある（写真 2 参照）。
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倉科 2010 や國司 2016 を参照されたい。
4 ）本稿では，クローチェ美学の受容についての議論を行うことができなかった。簡単な紹介は拙
著（國司 2016: 16-21）にもあるが，掘り下げた議論は稿を改めて行いたい。
5 ）1926 年にクローチェに送られた手紙（写真 1）のうちに「あなたはだいぶ前から私の学問の心
の師です」（da molto tempo ella è il maestro del mio spirito nel mio studio scientifico）とあるか
ら，羽仁はもう少し前からクローチェ思想に触れていた可能性がある。
6 ）この手紙は，1946 年にクローチェが発表した「日本の友達の思い出と手紙 Ricordi e lettere di 
amici giapponesi」という記事のうちに掲載されている。
7 ）この手紙は，現在ベネデット・クローチェ図書館財団（Fondazione Biblioteca Benedetto 
Croce）に保管されている。
8 ）『歴史叙述の理論と歴史』の出版事情については，Galasso 1989 に詳しい。










吉はクローチェ作品に感化され，1920 年 3 月 19 日にナポリのクローチェ宅を訪問している
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21）他には，経済学者大西猪之介，文学者下井春吉，羽仁の伝言役を買って出た久保貞次郎などが
いる。
付記　 本研究は，平成 28～30 年度科学研究費若手研究（Ｂ）「『歴史の現代性』と『芸術の普遍
性』 ― クローチェ思想を読み直す」（研究課題番号 16K21469）および平成 28 年度京都外国
語大学学内研究員研究費を受けておこなわれたものである。
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